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要約 (Thesis Abstract) 

地球のマントルやコアの熱物性はそれらの温度構造や内核の形成時期な

どの地球全体ダイナミクスの解明に重要な情報である。しかし、地球深

部のような超高圧力高温環境を再現した既存の熱伝導率測定手法には技

術的な問題点が多い。本論文では、熱伝導率測定手法パルス光加熱サー

モリフレクタンス法と高圧力高温発生装置レーザー加熱式ダイヤモンド

アンビルセルを組み合わせることで、従来の手法よりも高い精度でコア

やマントルの圧力温度条件における熱伝導率測定手法を開発し、それら

を構成する物質の熱伝導率を測定した。それらの測定値を基に、内核の

形成年代やマントル最深部の温度構造などについての議論を行う。 

 


